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目  標 〇12月の高校美術展での受賞を最終目標とする。 
〇学期ごとに課題を決め、その成果物の発表を行うことで表現力と自己肯定感の向上を目指す。 
〇校内での美術部に割り振られる仕事をこなし、納期やクオリティを考えることで社会に出る練
習を行う。 

活動方針 〇生徒の主体性を大切にし、作品・成果物に自ら取り組むよう生徒自身に考えさせる。 
〇生徒の画力・技術向上のため校内で定期的な講習会を行う。 
〇高校美術展での作品発表、また校内発表（今年度は体育祭団旗等）に向けて制作を行う。 
〇月に 1度生徒主導での部誌制作を行う。 
○生徒の健康管理に十分に配慮し、適正な休養日を確保する。                                                                           
                                                                                                               
○活動後の後片付けをきちんと行う。花材の残渣処理、机上の汚れ拭きを完全に行う。                                                               
○週１回の活動は休まないようにする。やむを得ず欠席の場合は、必ず連絡をする。 
〇原則、年間の休養日の日数は 104日以上とする。さらに、そのうちの土日祝日の休養日を 52
日以上確保する。 
○学校生活や授業等に支障のない範囲で、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活 
動を行う  
〇週当たりの活動時間は 16時間未満とする。 
○熱中症予防対策として、熱中症計を活用した活動のリスクマネジメントを構築する。 
 

間計画 参加予定大会等 その他 

４月 
５月 
６月 
７月 
８月 
９月 

10月 
11月 
12月 
１月 
２月 
３月 

 

 

 

 

 

 

〇体育祭団旗作成 

 

 

〇第 68 回栃木県高校美術展・第 57 回栃木県高校デザイン

展 

 

 

 美 術 部の活動方針 


